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特ニ中川氏非抗酸性結核菌ニ因ル補結反應、

喰菌現象、凝集反應 ノ成績ニ 就 テ

北海 道帝 國大學醫 學部 中川 内科教 室(圭 任、中川敏授 ノ

今 泉 透

山 本 緑

小 田 切 信 男

第一章 緒 言

現 今 結 核 ノ暴 威 タ ル ヤ盆 ㌃熾 烈 ニ シ テ全世 界 テ

捲 延 シ、 尺類 ハ早 晩結 核 感 染 ヨ リ免 カ レザ ル モ

ノ ・如 へ 而 モ ソ ノ死 亡 率 甚 グ高度 一 シテ、 徒

二隆 學 ノ無能 ラ嘲 笑 ス ル ノ観 ア リ.之 一反 シ結

核 二封 ス ル豫 防 法 拉 二治 療 法 タル ヤ殆 ン ド、 昔

日 ノ域 ラ脱 セ ズ、 從 二撲 手 傍観 スル ニ過 ギ ズ。

之 レ結 核 早期 診 断 法 ノ不 備 一 因 ル所 少 ナ カ ラ

ズ。

結 核 ノ早 期 診断 拉 二活 動 性 診 断 ノ難 事 タル ヤ吾

人 ノ屡 く経 験 スル所 ニ シテ、 ソ ノ診断 法 亦 多種

多様 ナル モ各 々一長 一短 ニ シテ、 一 トシテ完 壁

ラ期 スル事 能 ハ ズ。而 シ テ 活動 性 結 核 ト云 フ

モ、 ソバ臨 躰 上 一程 度 ノ病 的 症 状 ノ出現 テ 目標

トスル ニ過 ギズ シテ、 ソ レ以 前 ノ漕 在 性結 核 ハ

殆 ン ド看 過 サル ・事 多 ク、 カ ・ル潜 在 性或 ハ生

物 學 的 活 動 性 結核 ノ存 否 ハ 「レ ン トゲ ン」所 見 テ

以 テ スル モ断 定 シ得 ル モ ノニ非 ズ。 結 核 特 異 性

ノ生物 學 的 諸 反 磨 拉 二他 ノ理 化 學 的 一 般 検 査 方

法 二因 ル綜 合 的 診 断 ニ ヨ リテ ノミ可 能 ナ リ ト云

フ ベ シ。

余等 ハ嚢 二、 脆 汁 酸加 培 養 一 ヨ リ テ得 タル 中川

氏 非抗 酸 性 結 核 菌 ニ ヨル結 核 補 盟 結 合 反 磨 、喰

菌 現 象 及 ピ凝 集 反 癒 二就 テ報 告 スル所 ア リキ。

ソ ノ成 績 タル ヤ頗 ル優 秀 ニ シテ、 コ ッホ 氏菌 ト

伯 仲 ナ ル カ、 或 ハ時 ニハ却 ツ テ コ'ホ 氏 菌 テ凌

駕 スル事 ア リテ、 臨 躰 上 有 用 ナル モ ノア ル ヲ知

レ リ。 近 時我 北 大 附屡 署院 看 護 婦 中 結核 性疾 患

二侵 サ ル ・者 多 久 而 モ不 測 ノ轄 鯖 テ トル者 少

ナ カ ラズ。 偶 々、 余等 ハ 新 入 看 護 婦60名 二就

テ、7ケ 月 ノ間 隔 ラ オ キ テ2回 ニ ワ タ リ、 中川

氏 菌 一 ヨル補 禮 結 合 反慮 、 凝 集 反 慮 、 喰 菌 現 象

,三 者 テ李 行施 行 シ得 タル テ 以 テ 此 虎 二報 告

シ、 更 二是 等 結 核 感 染 源 ノ有 無 、 「レ ン トゲ ン」

所 見拉 二 「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 慮 ト封 比 ㍉ 新

入時 拉 二7ケ 月後 二於 ケル結 核 感 染 拉 二罹 患 ノ

駄 態 テ検 知 シ、 以 テ本 道 若 年 女 子 二於 ケ ル結 核

流布 ノー端 テ窺 知 セ ン ト企 テ タ リ。 他 方 コ ッホ

氏菌 二因 ル補 艦 結 合 反 鷹 、 喰 菌 現 象 テ モ同 時 二
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施行 シ、雨菌 ノ免疫生物學的關係拉二是等諸反 慮 間 ノ相 互 閲 係 テ モ補 足 言及 じ トλ。

第二章 實験材料蝕二實験方法

1)實 験 材料 、昭 和10年4月 北 大 附風 腎 院 看 護

婦講 習科 二入學 セ ル 看 護 婦 講 習 生60名 ラ實 験

二供 セ リ。 是等 ノ者 ハ本 道 各 地 農 漁 村或 ハ炭 坑

都 市 ノ如 キ中都 市以 下 ノ地 方 町 村 出 身 ノ者 大 多

敷 テ占 メ、 年齢17--23歳 、 盟 格 強健 、 榮 養 良

好 ノ者 ナ リ。

2)實 験 方法、 最 初 新 入 當初 帥4月 ニー勢 二胸

部 「レン トゲ ン」爲 眞 子撮 影 シ 同 時 二Mantoux

氏皮 内反慮 ラ施 行、 他 方 室 腹 時 肘 静脈 ヨ リ探 血

シテ實 験 二供 セ リ。 ソノ後 健 康 状 態 テ注 意 シ、

襲病者拉 二健 康 ノ疑 ハ シキ者 ハ嚴 重 二検 査 シ、

ソノ経 過 ラ監 覗 セ リ。

第2回 検 査 ハ 同年12月 初 旬 即7ケ 月後 二 同 様

二施行 セ リ。 但 シ「レン トゲ ン」爲眞 ノ ミハ褒 病

者拉 二疑似 者 二於 テ ノ ミ撮=影 シ、 他 ハ 「レ」線 透

覗或 ハ第 一 同検 査 時 ノ爲 眞 テ以 テ満 足 セ リ。

個 々 ノ反 慮操 作 テ略 述 ス ル ー、

iMantoux氏 皮 内反慮 小林 氏 二從 ヒ、 傳 研

製造 ノAlt-Tuberculin/1000倍 稀 繹 溶 液0.1

caテ 精 確 二上腫 皮 内 二 注 射 シ、48時 間 後 一 駿

赤、浸 潤 テ検 シ、 ソ ノ直径0-4mmテ(一 一1、r-9

mmテ(±)、10-14mmラ(十)、15--19mme

(十)、20-24mmテ(柵>b25mm以 上及 水泡 、

淋 巴管 炎、 壌 死 等 テ生 ゼ ル モ ノハ 凡 テ(冊)ト セ

リ。

ii補 膿 結 合反 磨 抗 原 ト シ テ.コ'ホ 氏菌 拉 二

中川 氏 菌 ノ21)%安 息 香酸"亨達 浸 出液(Neuberg-

Klopstock-Antigen)ヲ 使 川 シ、反 庶 術 式 ハBrow-

ning氏 補 艦 檜 進 法 二依 レ リ。 成 績 ハ ソ ノ溶 血

度 一二fskリ、(一)、(=」=)」(十)、(→ 十')b(・H,1.)、(冊)

二幅 別 へ1補船 結 合 反 癒 一 於 ケ ル 抗 原 ノ作 製

法 、 反 慮 術 式 二就 テハ 今泉 論 文 、 中川 氏 非 抗 酸

性 結 核菌 二因 ル補 禮 結 合反 癒 、北 海 道 馨學 雑 誌 、

Bd.14,No.5、7、11募 照)。

iii喰 菌 現 象 大 谷 氏血 漿 喰 菌 試 験 法 即 拘 構 酸

曹 達 加 血 法 二依 ル。 使 用菌 液 ハ コニ 丞 氏菌(毒

力 中 等度)及 ピ中川 氏菌 ノ雨 種 ニ シ テ、染 色法 ハ

前 者 ハZiehl-Neelsen氏 法 、 後 者 ハ醐 砂 ノ チ

レ}、 プ ラウ」テ用 ヒタ リ。 判 定 ハ コ,」さ氏 菌

二於 テ ハ喰 菌 卒25%以 下 テ(一)、 中川 氏 菌=一於

テハ30/5以 下 ラ(一)ト ニ、夫 レ ヨ リ59ζ 考 曾加

スル毎 二(±)、(+)、(升)、(柵1、(榊 子1話別

セ リ。 之 レ中川 氏 菌 ハ 毒 力著 シ ク減 退 セ ル爲、

コ,ホ 氏菌 二比 シ容 易 二喰 菌 セ ラル ・二因 ル。

(山本論 文 、 封 結 核 菌喰 菌 現 象 ト白 血球 像 、北 海

道 署學 雑 誌Bd.14,No.7.糸 照)。

iv凝 集 反 庭 中川 氏 菌(球 状 菌)ノ 食勲 水俘 游

液 ラ抗 原 卜人。 刺 定 ハ 凡 テ肉眼 二依 リ、 凝 集 慣

150倍 以 下 テ(一)、200倍 迄 ラ(+/、300f:'}迄 子

(升)、400倍 迄 子(帯1.600倍 以 上'(柵1ト セ

リ(小 田切 論 文 、中 川 氏 非抗 酸 性 結 核 菌 二因 ・レ結

核 凝 集反 庭 、結 核Bd.14・Nr.8桑 照1。

第三章 實験成績

以下煩雑テ避ケ簡軍二表示 ス。

1)結 核感染源 ノ有無拉 二「レントゲン」所見、

第1表

2)第1同 拉 二第2回 検査線成績 第2表

3)各 反慮 ノ第1同 検査 ト第2同 検査成績 ノ比

較

i)マ ントー氏皮内反慮 第3表

ii)補 禮 結 合 反 慮 第4表

iii)喰 菌 現 象 第5表

iv>凝 集 反 磨 第6表

4)「 レ」所 見 トマ氏 反 庭i、補 結 反 懸、喰1肇i現象・

凝 集 反 慮 トノ關 係 第7去

5)マ 氏 反 慮 ト補 結 反鷹 、 喰 菌現 象、 凝 集 反慮

ト ノ關 係 第8表
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第6表 凝 集反臨 ノ璽 化
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第四章 総括蝕二考按

1)雨 菌 ノ免 疫 生物 學 的 關係

コ,ホ 氏菌 拉 二中川 氏 菌 ニ ヨル補 結 反 慮、 喰 菌

現 象 、拉 二中川 氏 菌 ニ ヨル凝 集 反 癒 ノ成 績 ラ観

ル ニ、 雨菌 ハ常 二相 連行 シ隔 越 セル反 磨 ラ呈 ス

ル事 ナ 久 而 モ 中川 氏菌 ハ 常 二 結 核 特 異 性 ナ

リ。 即 雨菌 ガverwandtナ ル事 、換 言 ス レバ中

川 氏菌 ガ コ,ホ 氏 菌 ヨ リ攣 移 セル モ ノー シテ結

核性 テ有 スル事 テ本 實験 二 於 テ モ 確 謹 シ得 タ

リ。 之 二就 テハ既 二余 等 ノ反 復 張 調 セル所 ニ シ

テ此 虎 二再 ビ繰返 ス ノ要 ナ カ ルベ シ。

2)結 核 感染 源 拉 二「レ」所 見 二就 テ

本 道 二於 ケ ル結 核蔓 延 ノ状 況 テ ミル ニ、 其 ノ死

亡 卒 ハ全 國 李均 卒 ヨ リ僅 カ ニ低 キ モ、 他 方本 道

重 要 都 市 二於 ケル死 亡 卒 ハ甚 グ高 率 一 シテ、 就

中札 幌 市 ノ如 キハ全 國 二冠 タ リ。 之 レ本 道 都 市

二於 テハ結 核 ハ狸叛 テ極 ノ ツ ・アル モ、 地 方 村

落 二於 テハ未 グ結核 ノ猛 威 及 バ ザ ル ラ語 ル モ ノ

ー シテ、諸 種 ノ統 計 亦 一致 ス。 余 等 ガ圭 トシテ

叡道 地方 町村 出 身若 年 女 子 二就 テ調 査 セル ニ、

60名 中42名(70%)ハ 全 ク結 核感 染 源 ノ存 セザ

ル者 ニ シテ、 結 核 感 染 源,多 少 共 存 スル ハ18

名(30%)二 過 ギ ズ。 次 二 「レニ所 見 ノ 謹 明率 ハ

53・3%ニ シテ、 諸 氏 ノ報 告 二比 シ稽 ㌃高 牽 ナ ル

モ、 之 レ肺 門 石灰 影 ノ28.3%テ 合 セ ル 爲 ニ シ

テ、 之 テ除外 ス レバ諸 氏 ノ報 告 中 下位 二屡 スル

モ ノ ナ リ。 是 等 ノ中活 動 性 結 核 ト認 ノ ラル ・ハ

2名 一:・一シテ、 入學 時 既 二肺 野 二増 殖 性 陰 影 テ認

メ得 タル モ、 他 ハ 「レ」所 見 上 活 動 性 病 竈 テ謹 シ

得 ズ、 軍 二結 核 感 染 ノ痕跡 或 ハ活 癒 病 竈 ラ認 ム

ル ニ過 ギ ザ リキ。 又 「レ」所 見 ト結 核 感 染 源 ノ有

無 トノ間 ニハ何 等 特殊 ノ關係 存 セ ズ。 唯 「レ」所

見 ノ多 少共 存 ス ル者 ハ 「レ」所 見 ノ正 常 ナ ル者 二

比 シ結 核 感 染 源 テ詮 シウ ル事 多 キ ノ ミ。 以 上 僅

少 ノ成績 テ以 テ ス ル モ、 本 道 地 方 町 村 二於 ケ ル

結 核 流布 ノ封犬況 ハ比 較 的 稀薄 ナ ル ニ非 ザ ル カ。

3)「 ツ・〈'ルク リ ー」反 慮 二就 テ
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「ッベ ル ク リンJIX慮 ノ本 態 高關 シテハ尚 不 明 ノ

鐵存 スル 季、、個 鰻 ノ結 核 菌 感 染 ニ ヨ リテ褒 現 ス

ル曽種 ノ過敏 状 態 ナ リ ト考 ヘ ラル ・ガ如 シ。 而

シテ ソノ生物 學 的 意 義 テ検 討 ス ル ・一、 「ツ」反 慮

陽性 ハ軍 二個 禮 ガ結 核菌 ノ侵 襲 テ受 ケ タ ル テ意

味 スル ノ ミ三 シテ、 結 核 感染 ノ時 期 、 頻 度 、 結

核 ノ畿病 、 罹 患個 所 或 ハ ソ ノ病 機 二封 シ・テハ何

等 ノ意 義 テ有 ス ル モ ノニ非 ズ。 ソ ノ陽 性 強 度 二

於 テモ亦 然 リ。他 方 『ツJ反 慮 陰 性 ハ1)結 核 未

感染 者absoluteAnergienachHayek2)結

核 二感染 セル モ未 グA]lergieノ 搬 現 セヅ ル者

biologischeInkubationsperiode3)結 核 二感

染 セル モ極 メテ軽 微 ニ シテAllergieノ 畿 現 セ

ザル カ或 ハ 〃 度 弱 ク シテ謹 シ得 ザ ル者nega-

tiveAllergie4)結 核 感 染 ニ ヨ リテAllergie

ラ得 タル モ病 献 全 ク治癒 シテAllergie1消 失

セル者positiveAnergie5)重 症 結核 、熱 性疾

患 、其 他個 盟 ノ反 慮 力 減 退 ニ ヨ リテAllergie

ノ消失 セル者negativeAnergie等=-ti別 セ ラ

ルベ シ。 之 ノ中negativeAnergieノ ミハ比 較

的容 易 二除 外 シ得 ル モ、他 テ医別 スルハ容 易 二非

ズ。 唯 「レ」所 見 二於 テ肺 野 二初 期 症候 群 或 ハ石

灰影 等 テ認 ムル 時 ハpositiveAnergieナ リ ト

認容 シ得 ベ ク、 初 感 染 病 竈 ハ 必 シモ肺 臓 ノ こ二

存 スル ニハ非 ザ ル モ、 病 理 學 者 ハ 初 感染 ノ90

%ハ 肺 臓 二來 ル ト云 フラ 考 フ レバ大 過 ナ キモ ノ

ト云 フテ得 ベ シ。

余 等 ノ成 績 テ観 ル ニ、 入學 當初 二於 テ ハ マ氏 反

慮 ～陽性 率 ハ`li6・7%ニ シテ、新 入生 中 牛 数 ハ陰

性 ナ リ。 即 入學 時約 牛撒 ハ既 二結 核感 染 ラ受 ケ

タル者 ニ シテ、残 リ牛 撒 ハabsoluteAnergie ,

Inkubationsperiode,negativeAllergieod.

positiveAnergie二 屡 スル者 ナ ル モ(negative

Anergie二 屡 ス ル者 二非 ザ ル ハ明 白 ナ リ)、 之

テ「レ」所 見 ト封 比 ス レバ、 陰 性 者 ハ殆 ン ド未 感

染者 ニ シテ、 陰性 者 中多 少 共 〔レ」所 見 テ有 スル

者 ハ8名 二過 ギズ,之 二反 シマ氏 反 慮 陽 性者 ノ

大 多歎;・「レ」所 見 上病 的 所 見 テ有 ス ル者 ナ リ。

次 二第2同 検 査 時 一 ハ 陽 性 率 ハ51.5%二 上 昇

シ、 他 方陰 性 寧 ハ46.7%轟 下降L・ リe'而 シテ陰

性 ヨ リ陽性 二轄 化 セ ル者4名 、 陽 性 ヨ リ陰 性 二

轄 化 セ ル 者2名 ア リ。 前 者 ハ 入學 後 新感 染 テ受

ケ タルlf'"シ テ、 後 者 ハpo8itiveAnergie-:・ ・

贋 ス ルハ1レ 」所 兄 ヨ リ明 白 ナ リ。 入學 後 髄 病 セ

・レ1名 ハ 入離 時 既 あマ氏 反庶 陽性 一 シテ、 肺 野

∴塒 殖 性 陰 影 テ認 メ シ者 ・ニ シテ、 入雄 前 既 二罹

患 セル者 ナ リ.他 方 ア氏反 庶 ノ陽 性 鞘 化 セル者

二於 テハ未 グ異 常 テ認 メザ ル し
、 カ ・ル者 ハ

腿 亙悪 性 結 核 二権 患 スル ハ諸 家 ノ撮 ズ ル所 ナ ル

故 、 目下 嚴 重 二監 覗 シツ ・ア リ。

「ツ」反庶 ノ成 績 ハ検 査 術 式
、 刺 定 方法 乃 至 ハ稀

繹 方法 ニ ヨ リ異 ナ ル ハ當 然 ナ ル モ、 他 方被 検 者

ノ年 齢 、 地理 的 關 係 、 其 他 ノ生 活環 境 等 ノ因 子

二因 リ影響 サ ル ・ハ諸 學 者 ノ是 認 ス ル所 ニ シテ

同 一覗 スル能 ハ ズ。 試 ミニ我 國若 年 女 子 二於 ケ

ル報 告 テ観 ル ニ、 貴島 、舳 松 ノ雨 氏 ハ大 阪 醤 大

看 護 婦 二於 テ新 入 時33.3-45.1%ノ 陽 性 卒 テ

得 タル モ、1年 後 ニ ハ68.9%、2年 後 一 ハ75

%、3年 後 一 ハ88.3%、3年 牛後 ニハ93.8%

一上 昇 セ リ ト報 ジ
、 熊 谷 教 授 ハ東 北 大學 看護 婦

二於 テ新 入 時 ハ 陽性 卒37 .2--56.1%ナ リ シモ、

1年 後 一1=ハ79.5-69.1%一 上昇 セ リ ト.我 北 大

署 院 看護 婦 二於 テハ先 輩 瀧 本 、深 谷 雨 氏 ノ詳細

ナ ル報 告 ア リ。即新 入 時 ノ陽性 率 ハ43.4%ニ シ

テ、1年 後 一ハ61%、2年 後 ニハ80%、3年 後

ニハ92%、4年 後 一ハ97%ノ 陽 性 峯 テ得 タ リ、

而 シテヱ 氏 反 癒 陰 性 者 ノ大 多藪(79.5%)ハ 「レ」

所 見 正 常 ナ リ シモ、 陽 性者 二於 テハ約 牛撒 二病

的 所 見 テ観 タ リ。 余 等 ノ成 績 略 々 之 ト同様 二 う

テ、 新 入 時 ニ ハ相 當撒 ノ未感 染 者 テ 謹 シ得 ル

モ、短 時 日 ノ病 院 生 活 中 二相 當 多歎 ノ感 染 者 子

謹 シ得 タ リ。 併 シ未 グ観 察 期 間短 ク シテ癸 病 セ

ル者 テ見 で。今 後 ノ観 察 ニ ヨ リテ補 足 セ ン ト へ。

4)補 盟 結 合 反 癒

現 今 結 核 補 結 反 庶 ガ徽 毒 、癩 、 「マ ラ リヤ」、「ヂ

フテ リー 」等 テ除 外 ス レ バ 結 核 特 異 性 ナル ハ論

ナ キ モ、補 結 反慮 二因 ル結 核 早 期 診 断 拉 二活 動

性 決 定 二就 テハ 尚疑 義 テ挾 ム者 多 シ。 余 等 ノ1

、
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人 、 今泉 ノ轍 告 轟 ヨ レバ、 鯖 核 補 鯖 反 慮 ハ活 肋

性 結 核 高於 テ ハ頗 ル高奉 ノ陽 性 反 慮 チ 望 人 ・レ

モ、 臨 休 的 非 活動 性結 核 虹 二臨}沐的健 膿 者 ノ ー

部 ニモ陽 柳 燃 理 シ、 又 明 力∴1舌動構 占核1

有 スル者 ニテ モ陰 性 理 人ル事 ア リ。 從 ツ 禰

結 反 慮 ハ結 核 診断 上 一有 力 徽 ナ ル モ、 ソ ノ診

噺 的 慣値 ハ限 局 的 一 シテ、 叡反 慮 バ ∴因 リ'

ハ 活動 性 テ決 定 シ得 ザ ル モ ノナ リ。 併 シ汗人 ガ

klinischaktivト 云 フモ夫 ・・Sliグ漢 然 タ1レモ ノ

ニ シテ、 酬 木的 技 術 ノ巧拙 、 精 疎 如何 ∴ ヨ リテ

著 シキ差 異 テ來 シ、絶 封 的 慣値 無 キハ勿 論 、 寧

ロ蕪 雑 極 マ ル モ ノ ト云 フベ キ ナ リ。 カ ・ル訣 陥

テ補 足 セ ン ト シテ各 種 ノ検 査 反 慮案 出 サ レタル

モ ノニ シテ、 ヵ ・ル場 合 是 等反 慮 成 績 つ ソバk

ニ シテ酬 木的所 見 ハ寧 ロ從 タルベ シ。 從 ツ テ臨

躰 的 所 見 以 上 二出 デザ ル反 慮 ハ何 等 存 在慣 値 ナ

久 臨 休的 二登 見 シ得 ザ ル モ ノニ モ鋭 敏 二反 応

スル モ ノ コ ソ吾人 ノ理 想 トスル所 ナ リ。 カ ・ル

見地 ヨ リス レバ結 核 特 異 性 免 疫 反 慮 ハ最 モ意義

深 キモ ノー シテ、 個 盟 内 ノ何 塵 カー 未 ダ謹 明 シ

得 ザ ル病 竈 ガ漕 在 セル場 合 、 既 二之 ガ抗 原 トナ

リテ反 慮 物 質 ラ産 出 シ、serologischaktiveod・

ImmunobiologischaktiveTbc.ト シテ 仔人 ラ

注 目 セ シム。故 二klinischinaktivナ1レ モserolo-

gischaktivナ ル場 合 ハ愼重 ノ注意e要 ス ルモ

ノニ シテ、 余等 ハ屡 く臨 抹 ヒ何 等 ノ所 見 ナ ク軍

_serologischaktivナ ル者 ガ、 後 二明 一kli-

nischaktivト ナ リ タル テ縄 験 シb盆 支ソ ノ感

ラ深 ク セ リ。

カ ク観 ジ余 等 ノ成績 テ考 察 ス,レニ、 第1同 検 査

時 ニ ハ其 ノ陽 性率10.0%(コ ッホ氏 菌1--6.7%

(中川 氏 菌D一 シテ、第2同 検 査 時 ニ ハ13.3%-

8.3%二 夫 々 上昇 セ リ。 而 シテ 是 等 陽性 者 ハ 多

少共 「レ」所 見 テ有 シ結 核 感 染 ノ跡 歴 然 タル モ、

活 動 性 結 核 ナ リ ト確 信 シ得 ル ハ2名 二過 ギ ズ。

是 等2名 ハ入學 時 既 二肺 野 二檜 殖 性 陰 影 テ認 メ

シ者 ニ シテ、1名 ハ新 入後 間 モ ナ ク奨 病 シ現 在

病 臥 シツ ・ア リ。他 ノ1名 ハ尚 業 務 二從 事 中 ナ

ル モ 目下 監 視 シヅ ・ア リ。他 ノ陽 性 者 ハklinisch

aktivト ハ 考 《.ラ レザ ル モbiologieehaktive

Tbc.ノ 存 在 ハ 否定 シ得 ズ。今 後 激 年 纒 過 テ監 視

人ル ノ要 ア リ。 次 工新 入常 初 陰 性 ナ リ シモ後 斎

陽櫨 嚇 化L・,レK,或 ・・1嚇性 度 ノ場 弧 セル敏 名

ハ、 新 入後 感 染 ラ受 ケ タル モ ノナ ル カ,或 ハ非

活 動 性 結核 ノ再 ピ活動 性 テ得 タル者 ナ ルベ 久

力 ・ル者 ・於 テハ履 丸悪 性紹 核 二羅 患 ス ル事 多

やハ諸 家 ノ報 告 ・致 スル所 ナ リ。 余 等 ハ 目下 巌

重 二監 親 シツ ・ア リ。他 方陽 性 度 ノ減 弱 セ ・レ者

敷 名 γ リ。1止等 ハ新 入 時 有 セ シ瀞 在病 竈 ノ活動

栴 腿 シツ げ ル者 非 ザ ル カ.而 シデ レ」所

見 ラ存 λル者 み シテ 本 反 慮 陰 性 ナ ル 者 多薮 ア

リ。 是等 ハ全 ク治 癒 ノ状 態 ニ ア リテ抗 盟 ノ全 ク

消退 セル モ ノナ ル カ、或 ハ ソ ノ病 竃 極 メテ初 期

一二盛 シ、抗 儒 未 グ血流 中 二出現 ス ル ニ至 ラザ ル

モ ノナル ベ ク、 「レ」所 見 卜本 反 慮 ノ強弱 ノ必 シ

モ相 連行 セザ ・レハ今泉 ノ既 二報 ぜ シ所 ナ リ。 又

コ,ホ 氏菌 拉 ・=中川 氏 菌 ノ抗 原能 力 二就 テ モ今

泉 が既 二報 ゼ ル所 ト全 クー致 スル故 此 庭 二反復

入 ル ラ避 ク。

健 康 者 二於 ケ ・レ結核 補 結 反 慮 ノ陽 性章 ハ、 使 用

抗 原 拉 二被 検 材料 如 何 ニ ヨ リ異 ナ ル ハ當 然 ナ ル

e(今 泉 論文 琴照)、我國=於 テ ハ佐 藤 、若 林 ハ健

康 兵 二於 ア39,3%(鴻 ヒ氏抗 尉 、 ヰ 島 ハ健 康看

護 婦 二於 テ17.(1%(結 核 菌 俘 游 液 ≧、川 上 ハ30.4

%(結 核 菌 卵 黄培 養>b仲 田 ハ15.O%(Besredka-

AntigenD報 ジ、 山科 亦25%隻Neuberg-Anti-

gen、 ノ陽 性 率 子報 ズ。余 等 ノ陽 性 李 ハ之 二比 シ

低 率 ナ ル モ、 長バ ー面 本 道 地 か町 村 ・比 較 的 結

核 稀 毒 地 ナJLe語 ル モ ノナ ルベ ク、 入學 後7ケ

月 ニ シテ就 二陽 性 奉 ノ上 昇 著 シキハ、 入學 後 ノ

生 活様 式 ノ激 曼 及 ピ結 核 患 者 ト ノ接 燭 テ考 フ レ

パ 首肯 シ得 ラル'ご シ。

5)P食 菌 ∫見象

結 核 喰 菌 現 象 ハ大 谷 氏 改 良 法 が案 出 セ ラ レテ ヨ

リ、 臨 沐 的 慣値 殊 二診 断 、 像 後判 定hノ 慣 遭喧

傳 セ ラル ・二至 リ シ モ、 早 期 診噺 拉 二活 動 性 制

定 二就 テ ハ ペ グ意 見 ノ 致 テセザ ル ハ補 結 反 慮

二於 ケ ル ト同様 ナ リ.而 シテ喰 菌 現 象 二於 テハ



第9號 】 今 恥 ・山本 ・小 川切;若 年女j㌦`看 絶 鰭)二 於 ク ァレ結 核 脚

使用菌 株 ノ毒 力 如側 昌 ヨ リ ソ ノ喰 菌 拳 二差異 子

生ズ ト云 フ者多 ク、喰 菌 寧測 定 ニハ強 毒 ノ菌 株

テ必 要 トスル ガ如 シ。II体 ノ實 瞼 成績 亦 之 トー

致 シ、 三_乏杢氏 菌 轟比 シ毒力著 シ ク減 退 セル巾

川氏 菌 ハ、 コ ッホ氏 菌 二比 シ 容 易 二 喰 菌 ヒ ラ

ル。併 シ雨菌 ノ喰 菌 率 ハ相蚊 行 シ、 】 ホ氏菌

ノ喰菌 率 ノ高 低 二健 ヒ中川 氏 菌 ノ喰 菌 率 亦 上 昇

,或ハ下降 ス。 故 二中 川 氏 菌 ニ ヨル喰 菌 現 象 亦臨

躰上 贋値 アル モ、 申 川 氏 菌 ハ健 康 者 ∴於 テ モ比

較的 多数喰 菌 セ うル ・橘、 結 核 患 者 卜健 康者 ト

ノ差異 ■⊥亜 氏 菌 二比 シテ隔 然 タ ラ ザ ・・憾 ア

リ。故 二陽 性 ト見+入 喰 菌 李 ノ限 界 ハ尚 多数 實

験 ノ上決 定 サルベ キ モ、余 等 ハ從 來 ノ経 験1:30

%テ 限 界 トシテ判 定 ヒ 垢

余 等 ノ成 績 テ観 ル ニ、 第1同 検 査 時 ニハ 陽性 卒

.8.3%(コ,ホ 氏 菌)一一6.7%(中 川 氏菌1ナ リ シ

ガ、 第2同 検 査 時 ニ ハ 夫 々10.O?6--15.O%一

上昇 セ リ。 是等 陽性 者 ハ大 多数 「レ」所 見 子有 ス

ルモ、 中川 氏菌 二因 ル陽 性者 中2名 ハ 「レ」所 見

殆 ン ド正常 ナ リキ。 之 レ「レ」爲 眞 二表 ハ レザ ル

部 分或 ハ胸 部以 外 二結 核 病 竈 テ有 スル者 二非 ザ

ル カ。 活 動性 結 核 ノ存 セル2名 ハ新 入當 初 ハ陰

牲 ナ リ シモ、 第2同 検 査 時 ニハJLテ 陽 性 二轄 化

セ リ。1其他 ノ陽 性 者 ハ現 在klinischaktivト

ハ考 ヘ ラ レザ ル モ、何 庭 カ ーbiologischaktive

Herdeテ 有 スル カ或 ハ肺 病 竈 ノ未 グ 全 ク消炎

セ サル系非 ザ ル カ。 而 シテ陰 性 ヨ リ陽性 二轄 化

セル者或 ハ陽 性 度 ノ檜 強 セル者 ハ、 新 入後 感 染

ラ受 ケ タル カ或 ハ陳 菖病 竈 ノ再燃 セル モ ノナル

ベ 久 他 方陽 性 ヨ リ陰 性 二轄 化 セル者 或 ・・陽 性

度 ノ減 弱 セル者 ハ、 病 竈 ノ活動 性 消腿 シツ ・ア

ル者 ナルベ シ。 喰 菌 現 象 ト「レ」所 見 ノ必 シモ相

並 行 セザル事 拉 二雨 菌 ノ拉 行 的 關 係 二就 テ ハ既

二山 本 ノ報 ゼ シ所 故 省略 ス。

嵐 上喰菌 現 象 二於 ケル 陽性 傘 ハ補 結 反 慮 ト相 伯

仲 シ、 陽性 率 ノ ヒ昇度 二於 テ モ亦 然 リ。 即 本 道

地方 嘩村 ノ尚結 核 稀 薄 地 ナル事 及 ピ病 院 生 活 ニ

ヨ リテ結 核感 染 蛇 二再 燃 ノ危 機 多 キ デ知 ル デ得

バ シ。

6)凝 聚1幻 感

結 核 凝 集反慮 ハ 從 來 抗 原 菌液 作 製 ノ至 難 轟 シ

声、 而 ℃ソ ノ成 績 蜆 ルベ ヤモ ノナ キ ガ鳩 、 臨 休

L殆 ン ド顧ZJ7レ ザ リ シガ、 小 川UJh・ 巾川 氏 菌

子使 用 シテ得 タ ・レ成 績 ハ甚 グ優 秀 エ シテ臨 休 ヒ

櫃値 多t一モ ノナ リ。12P中 川 氏 菌 ハ容 易 二'1{等浮

游 液 トナ リ塊 テ ナ へ事 ナ ク、抗 原 菌液 トシ ア理

想 的 ニ シテ、 動 物 實 瞼 二於 テ ハ勿論 人 血 満 二於

テ ヒ結 核 患者 ト健 康 者 ト ノ差 異明瞭 一 シテ、 ソ

ノ凝 集 ハ 明瞭 二肉眼 一 ナ織 別 シ得 。 而 モ臨 抹 上

早期 訟 断 、 活 動 性 決 定 、 像 後 判 定 二資 スル所 多

ヤへ 在來 ノ結 核 凝 集 反 慮抗 原 二 親 ザ ル 所 ナ

リ.併 シソ ノ成 績 ノ臨 林 的所 見 ト必 ズ シモー致

セ ザ ルハ 他 ノ免 疫 反 慮 二於 ケ,レ ト同檬 ニ シテ、

之 二就 テハ小 田切 ガ既 二詳 述 シ タ ・レ所 ナ リ。

余等 ノ成 績 子観 ル ニ、 入學 當初 ハ陽性 率6.7%

ナ リ シモ、 第2回 検査 時 ニ ハ18.4%一 一一一ヒ昇 セ

リ.而 テ第1同 検 査 時 陽 性 者 ハ 絡 テ 多 少 共 二

「レ」所 見 テ有 シ結 核 感染 者 ナ ル 事 ハ 明 瞭 ナ ル

モ、klinischaktiv卜 考 《・ラ ル ・ハ1名 二過 ギ

ズ、 他 ハ現 在klinischaktiveHerdeヲ 見 出

シ得 ズ。 併 シ「レ」所 見 ノ ミニ因 リテ活 動 性 病 竈

ラ立 詮 シ得 ザ ル ハ勿論 ニ シテ、 諸 反 感 ノ検 査 成

績 ノ 綜 合 一 ヨ リテ ノ ミ推 察 シ 得 ル モ1ナ ル ガ

故 二、 ソ ノ決 定 ハ 今後 ノ経 過 チ 侯 タザ ル可 ラ

ズ。 唯 入學 時 既 二塒 殖性 陰 影 テ有 シ、 後 二病 臥

勺 レニ至 リ シ1名 へ 入學 當 初 二於 テ モ亦 第2

同 検 査 時 二於 テモ陰 性 ラ呈 セル ハ余 等 ノ意 外 ト

λ勘所 ナ リ。 第2同 検 査 時 二陰 性 ヨ リ陽 性 二轄

化 セ ル者或 ハ陽 性 度 ノ檜 強 セル者 数 名 ア リ.之

レ病 院 生活 中感 染 ラ受 ケ タ ル カ或 ハ 屏息 セル病

竈 ノ再 燃 乃 至 ハ進 行 ラ意 味 入 ルモ ノナ ルベ ク、

ソ ノ経 過 テ監 視 スベ キ モ ノ ト考 ヘ ラル。 他 方

「レ」所 見 ガ存 スル モ陰 性 反 慮 テ 呈 ス ル 者 ハ、

「レ」所 見 ノ如 ク病 勢 全 ク屠息 シ抗 膿 亦 清 腿 セル

者 二非 ザル カ。

以 上 凝集 反 鷹 ノ陽 性率 及 ビ ソ ノ上昇 度 ハ補 結 反

慮 、喰 菌 現 象 ト略 篭同様 ナ リ。 之 レテ以 ツテ ス

ル モ、 本 道 地 方 町 村 ノ爾 結 核 稀 諺 地 ナ ル事 及 ピ
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病 院 生 活 ニ ヨ リテ結 核 感 染"陀 ハ再燃 ノ危 機 多 キ

テ知,レ ラ得 ベ シ。

7)諸 反 庶 間 ノ相 互 關 係

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ト補 結1丈感 喰 菌現 敦或 ハ

凝 築 反慮 ト ノ關 係 ハ、 諸 氏 ノ報 ズル如 ケ必 シモ

ー致 セif'しハ余 等 ノ既 二報 ピ シ所 ・・シt、 本賓

験 二於 テモ ソ ノ事 實 ラ確 燈 シ得 タ リ。蓋 シ「ツベ

ル ク リ ン」反癒 ト是等 苑疫 反 庶 ト ハ根 叡的 ∴ ソ

ノ・卜質 ラ異 ∴ 入・レモ ・故、 合致 ヒザ ルハ寧 ロ党

然 ナ ルベ シ。 此 慮 二涯 意 ヘベ ㌃ハ!氏 反 慮 陰 個三

ニ シテ是等 諸 反 鷹 陽 性 ナ ル者 ナ リ。 是 等 ハ感 染

後 間 モ ナ キ者 ∴ シテ、 余 等 ガ 動物 實 験 一 於 テ

屡 嵐マ氏反 庶 出現 前 二是 等諸 反 磨 ノ陽 性 二韓 化

ス ル 子縄 験 セ ・レヨ リ考 フ レバ、 是等 ノ將 來 ハ極

メテ危 瞼 ニ シテ嚴 重 ナ ル監親 テ要 ス ・レモ ノ ト云

フベ キ ナ リ。

次 二補 結 反 慮 、 凝 集 反癒 、 喰 菌 現 象 ノ三者 ハ合

致 ス,レ事 多 キモ常 二必 シモ ー致 セザ ・レハ鴻 卜、

大谷 、 前 田 ソ ノ他 ノ諸 氏 ノ報 ズル所 ニ シテ、 余

等 ノ成 績 亦 同檬 ニ シテ是等 諸 反 慮 間 ニハ何 等 一

律 ノ關係 テ見 出 シ得 ザ リキ。 之 レー 面 是 等 諸 反

慮 ハ尚 多少 ノ鋏 陥 存 ス ル テ語 ル モ ノ ー シテ、

カ ・・レ見地 ヨ リ へ,・モ、 是 等 諸 反 磨 ヲ綜 合観 察

シ、 夫等 ノ訣 陥 ラ相補 綴 ス'・ノ重 要 ナ ル テ痛 感

ス(ご シ0

8)儀 病 ト諸 反 磨 トノ關係

入學 後 肺結 核 ノ螢 病 セル者1名 ア リ。 其 他 ハ未

グ異常 ナ キモ ノ ・如 ク、 日常 業 務 二從 事 シツ ・

ア リ。 之 ノ壷 病 者 ハ入學 時 既 二肺 野 二檜 殖 性 陰

影 ラ認 メ シ者 ニ シテ、 第1回 検 査 時 ニハ マ氏 反

慮(冊)、 補 精 反 慮 ハ爾 抗原 共 箭(+)ニ シテ.喰

菌現 象 蛇 昌凝 集 反慮 ハ共 二陰 性 ナ リ シモ,第2

回検 査 時 一=ハマ氏 反 慮(冊)、 補 結 反 慮 ハ 共 二

(什)、 喰 菌 現 象 ハ コ,ホ 氏 菌 轟テ ハ(+).巾 川

氏 菌 エ テハ(十)∴ 増 強 セ リ。 唯 凝 集 反慮 ノ こハ

術 陰 性 テ呈 セ リ。 コ ノ者 ハ入院 前 既 二罹 患 セル

ハ明 ∴ シテ、 入墜 後 生 活様 式 ノ激慶 ノ爲病 勢 進

行 シ遂 二病 臥 λル ニ至 リ シナ ラ ン。 ソ ノ他 入學

時 「レ」所 見i用 殖 性 陰 影 テ 認 ノ シ 者 爾1名 ア

リ。 之 ノ者 ハ敷 年 前 右 側 漁 性 肋膜 炎 ヲ経 過 セル

者 ニ シ テ、 入學 時 マ氏 反 慮(十)、 凝 集 反 慮(+)

ニ シテ補 結 反 慮 、 喰 菌 現 象 ハ共 二(一)ナ リ シ

モ、 第2回 検 査 時 ニハ補 結 反 慮 ハ コ_*氏 菌 ニ

テ ハ1+)、 中川 氏 菌=一 テ ハ(±)、 喰 菌 現 象 ハ コ

.ホ 氏菌 ニ テハ(±1、 中川 氏 菌 ニ テ ハ1+♪ 、 凝

集反 慮 亦(十)二 壇 強 セ リ。 然 シ未 ク何等 ノ自量

症 候 テ儀 セズ業 務 二從 事 シツ ・アル モ,是 等 諸

反庶 ノ成 績 テ綜 合 ス レバ、 活 動 性 結 核 ナ'レハ明

瞭 ニ シテ、 早 晩 病 臥 六ル テ免 カ レザ ル ベ ク、 余

等 ハ嚴重 監 視 シ ツ ・ア リ。

以 上 ノ如 ク、 未 グ短 時 日 ノ観 察 二過 ギ ズ シテ、

入學 後螢 病 セル者 ハ嚴 密 二云 ヘ バ未 グ存 セズ、

是 等諸 反 慮 陽性 者 ハ尚 外 観 上健 康 ニ シテ 日常 業

務 二從 事 シツ ・ア リ。 故 二蕨 病 ト是 等 諸 反 慮 ト

ノ關係 二就 テ何 等 述 べ得 ザ ・レハ遺 憾 ナル モ、 是

等 諸 反 慮 ノ成績 ヨ リ観 ル ナ ラバ、 新 入後 初 感 染

或 ハ再 感 染 テ受 ケ タ ル者、 或 ハ非 活 動 性 病 竃 ノ

再 燃 セ リ ト思 ハ ル ・者 少 ナ カ ラザ ル故 、 今 後 ノ

観 察 ニ ヨ リテ得 ル所 ア ラ ン ト思 惟 ス.

第五章 結 論

11中 川 氏 菌 ハ嚴 タ ル結 核 特 異性 テ有 ス。

2)中 川 氏 菌 『因 ル補 艦結 合 反慮 、 喰 菌 現 象 拉

二凝 集 反癒 ハ臨躰 上資 スル所 多 シ。

3)北 大 附屡 馨 院 看 護 婦 講 習 科 新 入生60名 中

30%=結 核 感 染 源 テ認 メ得 タ リ.

4)「'レ 」所 見 ノ謹 明 李 ハ536306ナ リ。

5)マ 氏反 庶 ハ入學 時 ニ ハ46』7%陽 性 ニ シテ、

7ケ 月 後 ニ ハ51.5%二 上 昇 セ リ。

6)補 結 反 慮 ハ 入學 時 ニ ハ 陽 性 李10.0%(コ ・

杢辱 菌)乃 至6.7%(中 川 氏 菌)ナ リシ病7サ 且

後 ニハ夫 々13.3%乃 至8.3%二 上 昇 セ リ。

7)喰 菌 現 象 ハ入學 時8.3%(コ リボ氏 菌)乃 至

6.7%1中 川 氏 菌)陽 性 ナ リ シガ、7ケ 月 後 ニ ハ

夫 々10・0%乃 至15.0%二 上 昇 セ リ。
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8>凝 集 反慮 ノ陽性 奉 ハ 入學 時 ハ6.7%ナ リ シ

モ、7ケ 月後 ニ ハ18.4%二 上 昇 セ リ。

9)・ 一「レ」所 見 ト是等 反 慮 トハ必 シモー致 連 行 セ

ザ ル モ、反 慮 陽 性 者 ハ多 少共 二「レJ所 見 テ有'へ。

10)是 等 諸反 慮 間 ニ ハ何 等 一 律 ノ關 係 テ 認 メ

得 ズ。

ユ1)登 病 ト是 等 諸 反 慮 トノ關 係 ハ 他 日=保 留

ス'0

12>叡 道 地 方 町 村 ハ尚 結 核 稀 溝 地 ナル ガ如 シ。

而 ジ 、 短 時 日 ノ病 院 生活 勅 幽 感 染或 ハ陳 衝

病 竈 ノ再燃 ノ危 機 ∴}妾ヘル モ ノナ リ。 故.=是 等

諸 反 慮 子反復 施 行 シ、 以 テ其 感 染或 ハ猛病 危瞼

IUI子'va知 シ適 常 ノ慮 置 》講 わ レ115ヨ リb結 核

ノ像 防 二努 ムベ ヤ そ ノ ト信 ズ。

欄 筆 ヘル ニ當 リ、 恩 師 中川 教 授 ノ御 指 導 ト御校

閲 チ深 謝 へ.
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